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  ううん、もっとファンタジー！」

巻頭特集
松岡佑子

次号予告

「えっ、英語圏の本が１冊もない！？」



　ぼくが翻訳を始めた1980年代、日本の出版界では、ＳＦとファ
ンタジーは売れないといわれていて（もっと売れなかったＹＡ
は、そもそも話題にも上らなかったけど、それはさておき）、ファ
ンタジー好きにはつらい時代だった。しかし、その頃でも実際
にはＳＦやファンタジー（ＹＡはいうにおよばず）の傑作は次々
に出版されていた。
　ぼくが注目していたのはスーザン・プライス、ジェラルディン・
マコックラン、ドナ・ジョー・ナポリといった作家だった。
　そして 1997 年、『ハリー・ポッター』が引き金になって、ファ
ンタジーブームが起こり、さらに多くの優れたファンタジー作
家が登場した。
　しかし、ＳＦでもファンタジーでもＹＡでもブームがあろうが
なかろうが、いい作品はいつも生まれている。それをこつこつ
さがしていくのが翻訳家の務め……いや、楽しみなんだと思う。

（金原瑞人）
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「世界に魔法をかけた物語」

松岡佑子

S p e c i a l  G u e s t

Matsuoka Yuko



は文章として残る。推敲の苦しみは作家と同質だと思う。しかも原作を生かさなけ

ればならない。英国独特のpudding （デザート） や tea （夕食）、寄宿舎学校のボー

ディングスクールなどもすんなり物語に織込み、ホグワーツ校の校歌もスフィンク

スのなぞなぞも、シャレもダジャレも、日本語の同等な表現にしなければ、原作に

対して失礼だ。そんな不可能のハードルをいくつも飛び越え、全力疾走でマラソン

を走ったような10年間だった。それでも楽しかった。これほど感情移入できる物語

に出会えたのは翻訳者冥利だ。ハリー・ポッターは私にとっても大事件だった。

　ハリー・ポッターは事件だった。生活保護を受けるシングルマザーが初めて書い

た本を、無名の翻訳者が訳し、弱小出版社がベストセラーにしたのだから。さらに、

原書が４億部以上売れ、日本語版も７巻全部がミリオンセラーになったのは、出版

界の驚異だった。

　なぜと問われるたびに、魔法です、と答えてきた。初めて原作を読んだとき、体

中に電流が走るような衝撃を受け、一晩で読んで、どうしても自分で訳したいと、

次の日に電話で版権交渉をした。それが魔法の始まり。

　額に稲妻型の傷を持つ男の子、ハリー・ポッターの物語は、1996年（原書）第

１巻のハロウィーンの夜、ロンドン郊外に 3人の魔法使いが現れるところから幕を

開ける。大男に抱かれて眠る男の子の生立ちの謎は、2007年、第７巻の最終章近

くにようやく明らかになる。緻密に仕組まれた 7年間にわたるサスペンス、独創的

な魔法の世界、個性的な魔法学の諸先生、ハリーたち三人の友情、そして古典には

欠かせない善と悪との闘い――英国的なユーモアで笑わせながら、物語は時に軽や

かに、時に重苦しく、読者を異次元の世界に引込まずにはおかない。

　長く通訳をしていたせいか、読むそばから頭の中で日本語になっていった。特に

話し言葉は声まで聞こえた。しかし、瞬時に勝負が決まる同時通訳とは違い、翻訳

『ハリー・ポッターと賢者の石』
J・K・ローリング 著

松岡佑子 訳
（静山社）

¥1,900＋税
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「世界に魔法をかけた物語」
松岡佑子

[Harry Potter and the Philosopher’s Stone ]
J.K.Rowling



[Skelling ]
David Almond

『肩胛骨は翼のなごり』
デイヴィッド・アーモンド
山田順子 訳
（東京創元社）
¥700＋税

[Incarceron ]
Catherine Fisher

『インカースロン ―囚われの魔窟』
キャサリン・フィッシャー

井辻朱美 訳
（原書房）
¥2,000＋税

0706

自律的コンピュータが支配する地下洞窟のような社会。ここは弱肉強食の世界で、まさ
に「監獄」（インカースロン）ですが、「外」がある、という伝説が伝わっています。主
人公の若者フィンは「星見人」と呼ばれ、ときどき発作を起こして、星空や「外」での
過去の記憶のようなヴィジョンを垣間見ます。これを信じる老学者ギルダス、義兄弟の
ケイロ、奴隷少女アッティア、フィンの四人が、たまたま手に入ったクリスタルの鍵に
導かれ、喘ぐように「外」への脱出路を探しはじめます。
一方「外」のほうは戦乱に懲りて進歩を止めることにし、古き良き時代をフェイクで作
り出し、「規定書」という法律でこれを守っている舞台装置さながらの世界です。「監獄」
の管理人の娘クローディアは、父の管理する「監獄」がどこにあるのか探り始め、引き
だしの中にクリスタルの鍵を見つけ、「内」と「外」の交信が始まります。
「内」から「外」への息詰まるような希求感が、マトリックス型ファンタジーの真骨頂。
監獄がどこにあったのか、その種明かしには仰天させられます。

（井辻朱美）

引っ越した家の裏庭には、いまにも崩れ落ちそうなガレージがある。危険なので中に入っ
てはいけないと両親にきつくいわれているが、気になってたまらないマイケルはこっそ
りと入ってみる。そこには皮肉な口をきく不思議な生きものがいた。病気で体力も衰え、
動くのもままならないようすだ。ガレージが崩れたら、下敷きになって死んでしまうだ
ろう。マイケルは親しくなった隣家の少女ミナに助けを求め、ふたりで生きものを安全
な場所に移す。そして生きものの窮屈そうな上着をぬがすと……。
本書には、魔法使いもエルフもドラゴンも出てこない。剣と魔法に彩られたハイファン
タジーではないし、かといってエブリデイマジック満載のファンタジーでもない。だが、
病気の妹を想う少年、不登校の少女、不思議な生きものの三者が織りなす物語は、ファ
ンタジーそのもの。現代社会の日常生活のなかに、〈不可思議〉がひっそりと、それもす
ぐそばで息づいていることに気づかせてくれる。　　　　　　　　　　　　

（山田順子）

03 0203 01



[Eragon ]
Christopher Paolini

『ドラゴンライダー 1　エラゴン ―遺志を継ぐ者』
クリストファー・パオリーニ

大嶌双恵 訳
（静山社）

0908

これぞ王道ファンタジーという本作。初めて原稿を読んだ時の衝撃とワクワク感は今も
忘れない。
舞台は中世を思わせる架空世界アラゲイジア。かつて世に平和をもたらしていたドラゴ
ンライダー族は邪悪な帝王によって滅ぼされ、民は圧政に苦しめられていた。田舎暮ら
しの少年エラゴンは森で青く輝く卵を見つけたことから、この王と闘う宿命を背負うこ
とになる。ドラゴンに選ばれた者として伝説のドラゴンライダーとなるべく、長く過酷
な修業の旅に出るエラゴン。その最終目的は邪悪な王を倒すこと……。本作の魅力は何
といっても、エラゴンと相棒の雌ドラゴンサフィラとの強い絆！ シリアスな物語の中に
あって、過剰なほどにエラゴンを心配するサフィラ姐さんの姿が時にユーモラスで微笑
ましい。ドラゴンと剣と魔法のこの壮大なるヒロイック・ファンタジーを著者は16歳か
そこらで書き上げたというからこれまた衝撃だ。全四巻からなるドラゴンライダーシリー
ズ̶̶人間、エルフ、ドワーフ、異形の種族が共存するアラゲイジア世界にぜひともどっ
ぷり浸かっていただきたい。　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　（大嶌双恵）

03 0403 03

アゴールニン啖爵（だんしゃく）家の遺産争続と、兄弟間のいがみあいで引き離された
仲良し姉妹の苦闘を主軸に、とことんドラゴン視点で描いた物語です。
本書を訳すにあたって、いちばん悩んだのは数詞でした。物語の世界観を示す手がかり
として、ドラゴンは自分たちの頭数（あたまかず）をどういうふうに数えるのか。
普通のドラゴンなら一頭、一匹ですみますが、ティアマト国のドラゴンたちは独自の文
明を営み、羊や牛も飼っています。飼う動物と同じ数え方では紛らわしいし、人間不在
の世界の「人間」とみなしてさしつかえない存在です。ただし「人」をなるべく使わな
いようにして、ひらがなで「ひとり」「ふたり」、あとは文脈の流れに応じて、なるべく
不自然にならないように微調整しました。
結果は……ご一読ください。物語の結末にあやかって、「めでたし、めでたし」であるよ
う願っています。

（和爾桃子）

[Tooth and Claw ]
Jo Walton

『アゴールニンズ』
ジョー・ウォルトン
和爾桃子 訳
（早川書房）



[Lavinia ]
Ursula K. Le Guin

『ラウィーニア』
アーシュラ・K・ル = グウィン
谷垣暁美 訳
（河出書房新社）
¥2,200＋税

[A Monster Calls ]
Patrick Ness

『怪物はささやく』
パトリック・ネス
池田真紀子 訳
（あすなろ書房）

¥1,600＋税

1110

13歳の少年コナーは重たい不安に押しつぶされかけていた。病気の母の余命が今日明日
にも尽きかけているのだ。ある晩コナーの前に、イチイの大木の姿をした怪物が現れる。
怪物は３つの物語を聞かせたあと、最後の物語はおまえが話せと迫る。抗いきれなくなっ
たコナーがついに明かした第４の物語には、ほかの誰にも打ち明けることのできない残
酷な真実が含まれていた。だが、その真実を初めて認めたこのとき、コナーはふたたび
前を向いて生きていく力を取り戻す。
折れた骨が以前より太く強くなって治癒するように、心もまた、試練を乗り越えて強く
なるのだろう。いや、もしかしたら、乗り越えるためにこそ強くなるのかもしれない。
原作の著者パトリック・ネス脚本、Ｊ・Ａ・バヨナ監督、シガニー・ウィーヴァー、リーアム・
ニーソンら出演の映画も待機中。予告編の映像と音楽の美しさに、否応なく期待が高まる。

（池田真紀子）

トロイア戦争に敗れた英雄アエネーアスが放浪の末にイタリアに赴き、王になったとい
う伝説に材を採って、紀元前１世紀のローマの詩人ウェルギリウスが書いた叙事詩『ア
エネーイス』。それに想を得てアーシュラ・Ｋ・ル＝グウィンが書いたのがこの作品だ。
主人公兼語り手は、古代イタリアの王女で、アエネーアスの妻になるラウィーニア。『ア
エネーイス』ではほんの数行しか描写されず、一言も口を利かないこの女性に、ル＝グウィ
ンは強く明るい気性と声を与え、思う存分語らせる。その語り口はきわめてリアルであ
りながら、しばしば幽玄と呼びたくなるような美しさを帯びる。そして飛び切りおもし
ろい。特筆すべきは、語り手のラウィーニアが自分はフィクショナルな存在だと自覚し
ていること。アエネーアスを知る前の若い日に、彼女は聖なる森でウェルギリウスの生
霊に会い、自分の存在の本質と定められた運命を知ったのだ。しかも、この大胆な設定
で語られる物語の最後にはもうひとつ大技があり、類まれな余韻を残す。現時点での著
者の最新長篇。お楽しみください。

（谷垣暁美）

03 0603 05



[Cirkeln ]
Sara B. Elfgren / Mats Strandberg

『ザ・サークル ―選ばれし者たち』
サラ・B・エルフグリエン / マッツ・ストランドベリ
久山葉子 訳
（イースト・プレス）
¥1,900＋税
冒頭２万字、ためし読み！
→ http://matogrosso. jp/circ le/circ le-01.html

1312

うっそうと茂る森に囲まれたスウェーデンの田舎町。そこに住む女子高生たちが、突然
“選ばれし者” に認定され、世界を救うために悪に立ち向かわなくてはいけなくなるファ
ンタジー。
彼女たちはもともと友達というわけではなく、性格もてんでばらばら。先生に恋するガ
リ勉少女に、家を飛び出してチンピラ彼氏と同棲中のセクシー系美少女。日本のビジュ
アル系ロックバンドの大ファンで一匹狼な子もいれば、家業が農家のおデブちゃんに、
それをいじめる一見優等生の美少女――。
そんな彼らが嫌々ながら力を合わせ、学校を根城にする悪に立ち向かう。いじめっ子と
いじめられっ子の対決も見ものだし、美少女二人がいい感じになったりも……。
スウェーデンのＹＡ史に残るベストセラーとなった三部作の一作目。読めばあなたも、
登場人物の誰かに自分を重ねるはず。ちなみに、マンガ風の表紙や人物紹介をつけた日
本語版は、スウェーデンのファンの間でも話題となった。

（久山葉子）

03 0803 07

[Rubinrot ]
Kerstin Gier

『時間旅行者の系譜 紅玉は終わりにして始まり』
ケルスティン・ギア

遠山明子 訳
（東京創元社）

¥980＋税

ケルスティン・ギアはドイツ・ラブコメの女王。その女王が手がけた最初のファンタジー
作品。
舞台は現代のロンドンだが、タイムトラベルもので、主人公たちは過去と現在を行き来
する。時間旅行ができるのは総勢十二人。その五番目であるサンジェルマン伯爵が秘密
結社〈監視団〉を創設。監視団は時間旅行者を過去へ送るための教育を担うとともに、
人類に究極の幸福をもたらすはずのあるものを探求している。
主人公は十二番目の少女。だが手違いで監視団は別の少女を教育してしまい、事前準備
のないまま過去へ飛ばされる羽目に。二十一世紀の人間がいきなり十八世紀の舞踏会に
現れたらどうなるか。
彼女とともに過去へ旅するのは、はじめから監視団に教育を受けていた十一番目の少年。
だがこの少年、眉目秀麗、頭脳明晰ながら、自信過剰で横柄。はたしてふたりは監視団
から与えられた使命を遂行できるだろうか？ 本書は三部作の第一部。

（遠山明子）

ルビー



[La leyenda del Rey Errante ]
Laura Gallego Garc´ia

『漂泊の王の伝説』
ラウラ・ガジェゴ・ガルシア
松下直弘 訳
（偕成社）
¥1,500＋税

1514

みなし児の兄弟プロスパーとボーは、大嫌いなおば夫妻の手を逃れ、ハンブルクからヴェ
ネツィアへやって来る。亡くなった母が話してくれた、夢とおとぎにみちた街。しかし
お小遣いはすぐに底をつき、路頭に迷いかけた二人を救ってくれたのが、「どろぼうの神
さま」と名乗る少年怪盗スキピオだった。スキピオは身よりのない子どもたちを映画館
の廃墟にかくまい、盗品を売りさばかせて、その生活に充てていた。口うるさい大人の
いない隠れ家暮らしの楽しさ！
ところがおば夫妻に兄弟の捜索を依頼された探偵が現れ、子どもたちの王国に影がさし
はじめる。不安、仲たがい、裏切り。同じ頃スキピオは謎の人物から、ある物を盗み出
してほしいという奇妙な依頼を受ける……。
フンケという作家の大きな魅力は、個性的な登場人物たちを描き分ける筆力ではないか。
その辺にいそうな人間くさい子どもや大人のリアルな表情、息遣い。その普通の世界の
となりに、魔法の空間がぽっかり顔を出す。『どろぼうの神さま』はフンケらしい人間描
写とファンタジーがバランスよくかみ合った傑作だ。　　　　　　　　　　  （細井直子）

ときには熱風とともに砂塵が舞い上がり、ときにはヤシの木の間で風が戯れるアラビア
半島のキンダ王国。そこには、姿も心も美しいという評判の王子がいた。その名はワリー
ド。彼の一番の望みは後世にまで名を残す詩人になることだった。だが、自信満々で臨
んだ詩のコンクールでは、予期せぬライバルの出現によって優勝を逃す。二度、三度と
試みるが結果は同じである。優勝者の詩が詠唱されると、言葉は生命を得て、聴く者の
心に鮮やかな風景を描き、砂漠の匂いまで感じさせたが、ワリードの詩は美しいにせよ、
そんな生命力はなかった。こうして夢が打ち砕かれたときから、ワリードの心は嫉妬や
羨望によって蝕まれ、とんでもない罪を犯してしまう。この後、呪われた運命から逃れ
るかのように旅に出たワリードは、どんな人物たちと出会い、自分の人生とどう向き合
うことになるのか。ちょうど絨毯が織られていくように、行く先々で出会った人物たち
の身の上話が語られ、やがて全体がつながるとき、思いがけない結末が待っている。

（松下直弘）

03 1003 09

[Herr der Diebe ]
Cornelia Funke

『どろぼうの神さま』
コルネーリア・フンケ

細井直子 訳
（WAVE 出版）
¥1,800＋税
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03 1203 11

児童文学の最高峰の賞であるカーネギー賞とガーディアン賞をダブル受賞、2007年には
カーネギー・オブ・カーネギー賞を受賞し、過去70年間のベスト1 にも選ばれた恋と革命
の物語。これは「ライラの冒険シリーズ」（全３部）の第１部にあたる。
主人公はオックスフォードのおてんば娘ライラ。このライラの親友をはじめ子どもたち
が次々に失踪する。ライラは親友を探すために北極へと旅立つが、そこでは恐ろしい人
体実験が行われていた……。
主人公のライラが住む世界にはダイモンが存在する。ダイモンは人の魂の化身で、動物
や虫の姿をしてペットのように寄り添い、ライラの世界では何よりも大切なもの。そう
考えると、その実験が、ナチスドイツが強制収容所でユダヤ人に行っていた人体実験に
も等しいことに思えるだろう。
ライラは旅の途中で知り合った薄幸の少年ウィルや、よろいをつけた勇猛果敢な白クマ、
美しい魔女の女王らの力を借りながら、人間の尊厳と自由を奪う圧制者に戦いを挑む。
果たしてこの革命は成功するのか？ ライラとウィルの淡い恋の行方は？　    （大久保寛）

[The Golden Compass ]
Philip Nicholas Outram Pullman

『ライラの冒険 黄金の羅針盤』
フィリップ・プルマン

大久保寛 訳
（新潮社）

各  ¥950＋税

スーザン・プライスのカーネギー賞受賞作『ゴースト・ドラム』を読んだときは、背筋
を戦慄が走ったが、『エルフギフト』を読み終えたときは、全身が震えた。プライスはチ
ンギスの鋭利な短剣を、蛇紋の踊るオーディンの剣に持ちかえて読者の想像力に切りつ
けてきた。オーディンの剣は１度抜くと、血を吸わせるまでは鞘に収めることができない。
非情な女神プライスが綴った現代の神話。
舞台は約１千年前、南イングランドのサクソン人の王国。ゲルマンの神々を信仰する人々
とキリスト教徒がせめぎ合っているなか、瀕死の王は世継ぎを決める。それはゲルマン
の多神教を信じる王の弟でもなければ、キリスト教を信じる３人の息子でもなく、王と
エルフとの間に生まれた息子エルフギフトだった。エルフギフトは叔父からも兄弟から
も命をねらわれ、神話的としか言いようのない壮絶な戦いに巻きこまれていく。
愛と復讐と再生をテーマに描かれた英雄物語。今までずいぶん多くのファンタジーを訳
してきたが、これほど自分の想像力を試されたファンタジーはほかにない。

（金原瑞人）

[Elfgift & Elfking ]
Susan Price

『エルフギフト』
スーザン・プライス
金原瑞人 訳
（ポプラ社）
上  ¥1,500＋税｜下  ¥1,600＋税



[Dschinnland ]
Kai Meyer

『嵐の王Ⅰ 魔人の地』
カイ・マイヤー

酒寄進一 / 遠山明子 訳
（東京創元社）
¥1,200＋税

1918

著者はドイツのスティーヴン・キングとも呼ばれたホラー系幻想小説で鳴らした作家。
ベネツィアやカリブ海など世界各地を舞台に奇想天外なファンタジーを生みだしていて、
今回は中近東へと読者を誘う。時代は紀元後八世。だが「魔人戦役から五十二年後」と
いう設定で俄然、異界度が高まる。人間は魔人に攻め込まれ、限られた土地でしか生き
られない。まるで『進撃の巨人』アラビア版だ。
空飛ぶ絨毯や魔人などオリエントのエキゾチックな匂い満載で、著者が造形を得意とす
る一種異様な魔物が跋扈し、息をつかせぬアクションが続く。登場人物は空飛ぶ絨毯乗
りの兄弟。ふたりは行方不明になったある女性を巡って確執しているが、物語冒頭に登
場する謎の美女と共にサマルカンドから魔人の支配する砂漠へ旅立つことになる。この
二重の三角関係も読みどころだ。
本書は三部作で、第二部ではバグダッド、第三部では架空の古代都市へと舞台を変え、
この世界になぜ魔法があり、どうしてそれが暴走したのか明らかになる。乞うご期待。

（酒寄進一）

02 1403 13

オーストラリアのファンタジー・ＳＦ作家、ガース・ニクスの出世作。20 世紀初頭の現
実世界と壁ひとつ隔てて魔術の栄える「古王国」が舞台。ヒロインのサブリエル、ライ
ラエルは、アブホーセンと呼ばれる死霊術師で、七つのベルときらめくチャーターマー
クを操り、それぞれ、魔術の化身である白猫のモゲットと黒犬の「不評の犬」と共に、蘇っ
た強大な悪と戦うスケールの大きなダークファンタジー。とにかく発想がユニークで、
映画のような視覚的描写とダイナミックな展開に、ＹＡ作品としての一面もかねそなえ、
シリーズ３巻（文庫版では６巻）合計1, 500ページを超えるボリュームを一気に駆けぬけ
ていく面白さ。豪英米ではスピンオフ的前日譚といえる４巻目『クラリエル』がすでに
出版され、ニクスは５巻目（こちらは正統な続編）を書く契約も結んでいます。
絶版となっていますが、中高生のころに夢中になったというファンも多く、各出版社の
皆さん、４巻目、５巻目もあわせて、ぜひ復刊のご検討を！！

（原田 勝）

[Sabriel ]
Garth Nix

『古王国記Ⅰ サブリエル ―冥界の扉 』
ガース・ニクス
原田 勝 訳
（主婦の友社）



[The Witch's Boy ]
Michael Gruber

『魔女の愛した子』
マイケル・グルーバー

三辺律子 訳
（理論社）
¥1,500＋税

2120

「昔、はるか遠い国の大きな森に、女がひとりで暮らしていた」というおとぎ話のような
一文で始まる本書。物語のあちこちに『ヘンゼルとグレーテル』『ラプンツェル』『青ひげ』
『ランペルスティルツキン』といった昔話のモチーフがちりばめられ、魔女に拾われた赤
ん坊ランプの数奇な半生が語られる。しかし、著者は人類学や神話・伝説に造詣が深く、
独特の作風で知られるミステリー作家のマイケル・グルーバー。となれば、ただの美し
いおとぎ話で終わるはずもない。ランプは世にも醜い男の子で、養母は魔女としての仕
事にいそがしいため、乳母の雌クマと、使い魔のネコ、家庭教師の魔神に育てられる。
それぞれの個性や思惑のぶつかり合い、また、作中に登場する昔話のまったく新しい解
釈も読みどころだ。
とりわけ魔女とランプの愛憎入り交じった関係は、読者の心を打ちもするし、えぐりも
する。数あるおとぎ話を基にしたファンタジーの中でも、これほど心に残る傑作はない。

（三辺律子）

03 1603 15

主人公の少年パーシー・ジャクソンは「ハーフ」。父親はオリンポス十二神のひとりであ
る海神ポセイドンだ。なんとギリシャ神話の神々は今も生きていて、ニューヨークのエ
ンパイアステイトビルの600階にあるオリンポス山に住み、人間界におりては人間との
あいだに子どもを作っていたのだ！
物語にはギリシャ神話でおなじみの神々や怪物が次々登場する。ハーフたちが住み、訓
練を受ける「ハーフ訓練所」の所長はワインの神ディオニュソス、教頭はケンタウロス（半
人半馬）のケイロン。パーシーは行く先々でミノタウロスに襲われたり、復讐の三女神
やメドゥーサにじゃまされたりする。また、冒険の旅、神託の予言、魔法の武器やアイ
テムといった古典的な要素もふんだんにとり入れられている。一方、パーシーの一人称
による語りは軽快でスリリング。アメリカを舞台とし、新たなギリシャ神話の世界が展
開する。
この作品を皮切りに、第１シリーズは全 5 巻＋外伝、第 2 シリーズも全 5 巻が出ている。

（小林みき）

[Percy Jackson & the Olympians ]
Rick Riordan

『パーシー・ジャクソンとオリンポスの神々
―盗まれた雷撃』
リック・リオーダン
金原瑞人 / 小林みき 訳
（ほるぷ出版）
¥1,900＋税
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［ブックマーク］

編集・発行
金原瑞人（法政大学教授・翻訳家）

２０１6年３月 発行

大学院を修了して、大学で教えながら翻訳を始めた頃、何が魅力的といっ
て、ファンタジーとＹＡほど魅力的なものはなかった。今でもそういっ
た作品を訳せていることが、とてもうれしい。

編集
三辺律子（英米文学翻訳家）

イラスト・ブックデザイン

今から思うと照れるのですが、「古い洋服ダンス」をこわごわのぞくよ
うな子どもでした。飼い犬は「ジップ」だし、「床におりません」遊び
もしていたし。なので、ファンタジー特集、楽しかった！

オザワミカ（イラストレーターとかいろいろ）

ファンタジーと聞いて思い浮かぶ画集が小林 系さんの『Note Book』（飛
鳥新社）。黒色ボールペン１本で描かれたとは思えない独特のタッチ。
この人の手にかかると日常の一端さえファンタジー。
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URL：kanehara.jp/bookmark/
Twitter：@bookmarkFB
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印刷：グラフィック

山田雨月
Yamada Uduki
udukiyamada. j imdo.com

「三つ編み少女」
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